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野生動物を飼育する 

1. 導入：動物園飼育係の仕事 
2. 飼育する目的 
3. 種の同定 
4. 個体識別 
5. 飼育個体データの管理 
6. 遺伝管理 
7. 飼育施設 
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2．野生動物を飼育する目的 

伴侶動物、愛玩動物として 
産業用（例：ワニの養殖、ダチョウ牧場） 

動物園での展示（レクレーション・教育・研究・保全） 

研究施設での研究・実験 
傷病個体の保護 
野生復帰 
     傷病個体の野生復帰 
     飼育繁殖させて野生に放す 



３．種・亜種の同定 
 
   動物園で野生動物を飼育するにあたり必要なこと 
    飼育する動物の同定 
    
   同定場所 
    動物園 
    研究機関に依頼：大学、博物館 
   同定方法 
    外形：姿、形、計測値 
    由来 
    DNA 
 



 
４．個体管理 
 

仕事は個体識別から始まる 
 
 １個体の場合 
 
少数個体の場合 
 
多数個体の場合 

 



個体管理 

• 動物を外見で区別するのは困難。 
• 動物を飼育管理するうえで、個体を識別する 
ことが第一歩。 

• 個体データの蓄積により、健康管理はもとより、
動物学的研究の基礎データが得られる。 

• ワシントン条約事務局は、国際間の動物移動
にマイクロチップによる個体識別を要請。 



個体識別の方法 
 
• 顔、模様、体つきなどで見分ける 
• 体自体に目印をつける：耳に刻み 
                 色素剤で被毛に着色 
                 入れ墨     
• 体に識別標識をつける：耳標 
                 足環 
                 マイクロチップ 



個体識別の留意点  
• 動物に与える疼痛は少ないほどよい 
• 個体識別を誰でもできる 
   再現性、容易性、永続性 
• 離れて識別できる（捕獲する必要がない） 
• 個体識別にかかる費用が安い 
• 観客から見て不自然でない（動物園） 
    



日動水飼育・ハンドブック 



日動水飼育・ハンドブック 



マイクロチップの長所と短所 
• 外見に変化をおこさない 
• 動物に無害 
• 一度挿入すれば半永久的に効果持続 
• 同じ番号がない；ＣＩＴＥＳ事務局で使用推奨 
• 誰でも確認できる 
• コンピューターに接続しデータ管理可能 

 
• 毛づくろい等で脱落、体内移動する場合もある 
• 動物に近づかないと確認できない 
• 高価（１個900円）である 



５．個体データの管理 

• 当該個体のデータ：カルテに相当 
• 管理情報項目 
• 管理方法：紙ベース 
        電子データ 
Web上でデータを共有：ZIMS 



ARKSの基本入力項目 



６．遺伝的管理 

家畜と異なり動物園動物には、遺伝的改良
は求められていない。 
 
現在持っている遺伝的多様性を保つことが
重要 



交配の型 
 
無作為交配 randam breeding 
 雄と雌がまったくの偶然で出会い、かつ集団のすべての個体に平等に交
配する機会がある。 
 交配の相手をクジやさいころで決める方法 
 
作為交配 nonrandam breeding 
 外交配 outbreeding 
   雌雄が別々の繁殖集団に所属する交配 
   集団にそれまでなかった遺伝子が導入される 
   対立遺伝子のヘテロ性が高まる 
 内（近親）交配 inbreeding 
   血縁関係の近い個体どうしの交配 
    親と子、祖父母と孫、全兄弟など 
    劣勢遺伝子のホモ接合体の出現頻度が高まる 
    
 





近交劣化（近交弱勢） 
 
近親交配を重ねるにつれてすべての遺伝子座においてホモ化が進み、環
境への適応力が低下して、生存力が弱まる。 
 
動物園の飼育集団は小さな集団。一施設で遺伝的多様性を保つことはで
きない。国内外の施設と繁殖協力が必要 
 



近交係数 
 
「ある個体の任意の遺伝座における相同遺伝子が、共通祖先に由来す
る確率」 
 
近親交配により、共通の祖先遺伝子をどの程度ホモとしてもっているか
を表した数字 
 

Fx＝Σ〔（1/2）n+n'+1(1+FA)〕 
nはXの父親から共通祖先Aまでの世代数、n'は母親から共通祖先Aまでの世
代数、FAは共通祖先Aの近交係数 

















表から近交係数を求める 

近交係数は表の対角線のマスの
値から１を引いて求める。 
 
F(メグ）の場合 
1+1/8-1=1/8 
 
G(X号）の場合 
1+5/16-1=5/16 
 
 Fは全遺伝子座の1/8 
Xは5/16の確率で共通祖先に由来

する同位置遺伝子がホモと考えら
れる 



血縁占有度 Founder representation 

飼育繁殖をすすめるうえで、母集団の持っている遺伝的多様性を出来るかぎ
り子孫につたえることが重要。そのためには創設個体を増やすとともに、創設
個体の遺伝子を平均的に伝えることが望ましい。 
繁殖集団のなかに創設個体の遺伝子がどの程度伝えられているか、その割
合を示したものが血縁占有度 

Eに注目すると 
Eの遺伝子の1/4はA 
1/4はB 
1/2はDに由来 



血縁占有度 Founder representation 

創設個体A,B,Dに注目すると、それぞれの遺伝子は 
5頭の子孫に以下のように伝えられた 
A：1/2+1/4+1/8+3/16=17/16・・・・(26.6%) 
B：1/2+1/4+5/8+7/16=29/16・・・ (45.3%) 
D：1/2+1/4+3/8=18/16・・・・・・・・・(28.1%) 



繁殖集団の有効な大きさ 
 
飼育集団を理想的な条件下の集団と比較して、どの程度の大きさかを表し
た数値 
 
Ne＝４NmNf/（Nm+Nf) 
 
Ne:集団の有効な大きさ 
Nm:毎世代の雄の数 
Nf: 毎世代の雌の数 
 
例  雄６頭、雌６頭の場合 
   Ne＝４×６×６÷（６＋６）＝１２ 
   雄２頭、雌１０頭の場合 
   Ne＝４×２×１０÷（２＋１０）≑6.7 



７．飼育施設 

動物：よりよい福祉が保障され、持続可能な個体群であること。 
 
飼育係：適切に動物の管理ができること 
 
来園者：動物園で楽しく時間を過ごせること 
     動物園側からは動物園のメッセージを伝えられること 



①動物のニーズ 
 
５つの自由が満たされること 
 
１．渇き、飢え、栄養不良からの自由・・・栄養、給餌 
２．不快からの自由           ・・・隠れ場所、 
                         快適な休憩場所、 
                         適切な環境     
３．痛み、傷害、病気からの自由  ・・・予防、治療 
４．自由な行動を発現する自由   ・・・十分なスペース、 
                         適切な施設 
                         その種や個体に特有な 
                         ニーズを満たす 
５．恐怖、抑圧からの自由               ・・・精神的な苦痛を与えない 



②飼育係のニーズ 
 
飼育管理しやすいつくり 
 餌の管理 
 逃走防止 
 そうじ、排水 
 捕獲、保定 
 トレーニング 
 飼育係にとって安全 
 飼育施設への出入りが容易（車両を含む） 



③来園者のニーズ 
 
来園者が思う理想の展示とは： 
 
大きくて活動的な動物、可能なら幼獣のいる自然
的な施設 
 
檻より緑の多い開放的な展示施設 
 
魅力的な経験（ふれあい、餌やり、間近に出会える
何か）ができる 



④それ以外の要因 
 
環境への負荷を少なくする 
   エネルギー浪費型でない施設 
    省エネ、持続可能エネルギーの利用 
     廃棄物の処理  糞、寝わらの利用 
   フェアトレード商品の利用 
安全性への配慮 
  動物園職員や来園者をはじめ、入園者が
園内で安全ですごせるようにする 
   地震、火災、暴力行為、テロ 
  来園者による動物への危害防止 
公衆衛生上の配慮 
  人と動物の共通感染症対策   



施設作りの基本 
 
気候環境 
 光 
 温度 
 湿度 
 換気 
境界柵 
 網 
 金属柵 
 ガラス 
 モート   ドライモート 
       ウエットモート 
 電気柵 
            

植生管理 毒草 
動物侵入 野生動物 
       イヌ、ネコ 
施設内の設備       
 天井高 
 給水 
 給餌器具 
 床材 屋外 
     室内 
繁殖用隔離施設 
健康管理・疾病時の対応 
  体重計 
  スクイズケージ  
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